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第１９回 総会議事録 

１ 開催の日時   平成３１年１月３０日（木）午後２時００分～午後３時００分 

２ 開催の場所   松江市役所 本館西棟５階 「防災センター」 

３ 議事日程 

議事録署名委員の指名について 

議 第１１２号  農地法第３条第１項の規定による許可申請について 

議 第１１３号  農地法第５条第１項の規定による許可申請について 

議 第１１４号  非農地確認について 

議 第１１５号  松江市農用地利用集積計画の決定について 

 

 報告第３７号  会長専決処分の報告 

報告第３８号  事務局長専決処分の報告 

  

４ 出席委員（１７名）  欠席委員（１名） 

  １番 宮廻  彰夫（出）  ２番 冨士本 数彦（出）  ３番 高橋  裕典（出） 

  ４番 青砥  芳美（出）  ５番 磯部 美津子（出）  ６番 勝田  達雄（出） 

  ８番 永江  りえ（出）  ９番 矢野  秀行（出） １０番 清水  秋廣（出）  

１１番 足立  裕子（出） １２番 吉岡  雅裕（欠） １３番 槇 原  篤（出）  

１４番 渡部  文明（出） １５番 吉岡  幸雄（出） １６番 岸本  定朝（出）  

１７番 浅野  真治（出） １８番 古藤  一郎（出） １９番 三 島  進（出）  

 

５ 事務局職員出席者 

農業委員会 

事務局長 豊島 耕 農地係副主任 成瀬 夏希 

農地係長 浅野 剛志 農地係副主任 高尾 祥和 

農地係主幹 大田 和孝 農地係主事 伊藤 謙 

農地係主任 野津 慎一   
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６ 会議内容 

議 長 

（ 三 島 会 長 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定刻になりました。ただ今から第１９回松江市農業委員会総会を開会します。最初

に、出席委員数を確認します。本日の欠席届は、１２番の吉岡雅裕委員から提出され

ています。現に在任する委員の数、１８名のうち、１７人の出席となっております。

過半数を超えていますので、本総会が成立していることを報告します。次に、本日の

議事録署名委員を指名します。１番の宮廻委員、２番の冨士本委員にお願いします。

続いて、書記を任命します。事務局の成瀬副主任と伊藤主事にお願いします。 

議第１１２号「農地法第３条第１項の規定による許可申請について」を上程いたし

ます。事務局の説明をお願いします。なお、本案件の番号５８番について、議第１１

５号松江市農用地利用集積計画の決定についての利１０３番が関連する案件でござい

ますので、議第１１５号の利１０３番については、本案件と併せて審議を行いたいと

存じますが、ご異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

ご異議なしということですので、議第１１５号の利１０３番を併せて審議します。

事務局はそのように説明をお願いします。 

（議案朗読） 

それでは、議第１１２号、今月の農地法第３条の許可申請についてご説明します。

お手元の議案の２ページと併せて「農地法第３条説明資料」をご覧ください。今月の

農地法第３条の許可申請は４件５筆で、いずれも所有権移転の案件です。 

それでは先ず、５７番の案件からご説明します。なお、説明資料の斜線部分は譲受

人の経営地です。申請は、秋鹿町の田１筆を売買されるものです。譲渡人はご覧のと

おりです。譲渡理由は、市外在住で管理困難なためです。譲受人はご覧のとおりです。

譲受理由は、譲渡人の要望によるものです。譲受人の世帯は、トラクター、耕運機、

田植え機、コンバイン等の農業用機械を所有されております。取得後は、水稲を栽培

されます。第３条第２項の要件等につきましては、お手元の資料に記載のとおりです。 

次に、５８番の案件についてご説明します。申請は、島根町野波の畑１筆を贈与さ

れるものです。譲渡人はご覧のとおりです。譲受人はご覧のとおりです。譲渡理由、

譲受理由ともに家庭の事情によるものです。譲受人の世帯は、耕運機、運搬車等の農

業用機械を地域の方から借りられる予定です。取得後は、キャベツを栽培されます。 

なお受人の耕作面積は６６㎡であり、当該地区の下限面積２０aに達しておりません

が、議案３４ページ議第１１５号の番号利１０３番の利用権申請地を含めると下限面

積を超えることとなります。第３条第２項の要件等につきましては、お手元の資料に

記載のとおりです。 

続いて、５９番の案件についてご説明します。申請は、東出雲町上意東の田、現況

畑１筆と畑 1 筆を売買されるものです。譲渡人はご覧のとおりです。譲渡理由は、市

外在住で管理困難なためです。譲受人はご覧のとおりです。譲受理由は、自宅から近

く耕作に便利なためです。譲受人の世帯は、トラクター、田植え機、コンバイン等の

農業用機械を所有されております。取得後は、野菜と果樹を栽培されます。第３条第

２項の要件等につきましては、お手元の資料に記載のとおりです。 

最後に、６０番の案件についてご説明します。申請は、八束町波入の畑１筆を売買

されるものです。譲渡人はご覧のとおりです。譲渡理由は、経営規模の縮小のためで

す。譲受人はご覧のとおりです。譲受理由は、譲渡人の要望によるものです。受人の

世帯は、トラクター、耕運機等の農業用機械を所有されております。取得後は、野菜
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を栽培されます。第３条第２項の要件等につきましては、お手元の資料に記載のとお

りです。 

以上、５８番以外の案件は、いずれも農地法第３条第２項の不許可の要件には該当

しないものと認められ、５８番については、議案３４ページ議題１１５号の番号利１

０３番の利用申請地を含めると下限面積を超えるため許可できるものと思われます。 

ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

それでは、議案３４ページ議題１１５号番号利１０３番の島根町の新規案件につい

てご説明いたします。今回の貸し借りの受人ですが、さきほども説明にありましたと

おり、今回の利用権申請地の現況面積１９９０㎡と、今回の農地法第３条の取得分の

面積を足すと下限面積を超えるため許可相当ということで合わせて説明させていただ

きました。ご審議の程お願いいたします。 

それでは、現地調査班からの報告をお願いします。 

 １６番委員です。先般 1月 1７日に３班５人で現地調査を行いました。まず３条の５

７番の秋鹿町でございます。ここは、1枚の田んぼが２筆に分かれておりますが、今後

譲受人が所有地と申請地の田んぼを一体として耕作されるということを確認しており

ます。５８番の島根町野波の案件ですが、現地地調査は行っておりません。ですが、

ここは、島根町の１３番委員と事務局とで確認されております。これから譲受人がし

っかり耕作するということです。５９番の２筆ですが、譲渡人は市外在住で、譲受人

は申請地の集落の方で、今後耕作されるということでした。説明資料の右側の筆には、

梅の木が４本植わっておりまして、今後も耕作されるということを確認しました。６

０番八束町波入ですが、譲受人がしっかり耕作するということで確認しております。

今回の所有権移転４件ですがいずれも許可相当であると５人で確認しました。 

ありがとうございました。これより審議に入ります。ただいまの事務局の説明と現

地調査班の報告につきまして、ご意見・ご質問はありませんか。 

（なしの声） 

ほかにございませんか。 

（なしの声） 

ないようでございますので、採決いたします。議第１１２号及び、議第１１５号の

うち利１０３番について、原案のとおり許可することに、ご異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

ご異議なしということですので、議第１１２号及び、議第１１５号のうち利１０３

番については、原案のとおり許可することに決します。 

次に、議第１１３号「農地法第５条第１項の規定による許可申請について」を上程

します。事務局の説明をお願いします。 

（議案朗読） 

５条の８５番について説明いたします。譲受人、譲渡人はご覧のとおりです。転用

場所は秋鹿町の１筆です。都市計画区分は都市計画区域外です。農地区分は２種農地

と判断いたしました。転用目的は資材置場です。転用面積、所要面積ともに１４８㎡

です。権利の種類はご覧のとおりです。事業計画ですが建設資材等の資材置場として

申請地１４８㎡を使用するものです。その他詳細・資金計画については記載のとおり

です。 

５条の８６番について説明いたします。譲受人、譲渡人はご覧のとおりです。転用

場所は鹿島町南講武の１筆です。都市計画区分は都市計画区域外です。農地区分は２
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種農地と判断いたしました。転用目的は車両置場です。転用面積、所要面積ともに２

２５㎡となります。権利の種類はご覧のとおりです。事業計画ですが、譲受人が個人

経営されます自動車修理工場の修理車両置場として申請地２２５㎡を造成して使用す

るものです。その他詳細・資金計画については記載のとおりです。 

続いて、５条の８７番について説明いたします。賃借人、賃貸人はご覧のとおりで

す。転用場所は乃白町の２筆です。都市計画区域区分は市街化調整区域です。農地区

分は農用地区域内農地で、土地利用計画との調整も同じく農用地区域内となります。

転用目的は駐車場です。転用面積は１，４１１㎡、所要面積も同様の１，４１１㎡で

す。許可該当条項は農地法施行令第１０条第１項第１号で、農用地区域内で一時転用

を行う場合の不許可の例外に該当します。権利の種類はご覧のとおりです。事業計画

ですが、松江市立学校給食センターの整備工事を行うにあたり、給食センター隣接地

である松江市健康福祉センター職員駐車場に現場事務所を設置することになったた

め、代替地として申請地を整備して駐車場とするものです。一時転用の期間は来年３

月３１日までです。申請地の一部については、現在別の業者が今月末までの期限で工

事用現場事務所及び駐車場として一時転用しており、そのまま本申請の事業者が使用

すると、一時転用の通算期間が３年を超過することになります。そのため、事務局で

も協議し、現在使用している業者が一旦農地に復元し、それを確認した上で本申請を

許可するという条件で申請を受理しております。 

なお、現地につきましては昨日から農地への復旧工事が行われており、本日確認し

ましたところ、砕石が撤去され、土が入れられた状態でした。お手元に現場の写真を

配布しておりますのでご覧ください。その他事業の詳細、資金計画につきましてはご

覧のとおりです。 

５条の８８番について説明いたします。借人、貸人はご覧のとおりです。転用場所

は鹿島町佐陀本郷の２筆です。都市計画区分は都市計画区域外です。農地区分は２種

農地と判断いたしました。転用の目的は太陽光発電設備です。転用面積、所要面積と

もに３９０㎡となります。権利の種類はご覧のとおりです。事業計画ですが、申請地

に太陽光発電設備を設置するものです。太陽光発電設備が１６１㎡、管理スペースと

して２２９㎡を使用する計画です。その他詳細・資金計画につきましては記載のとお

りです。    

以上、上程しました５条４件につきましては、農地法第５条第２項の規定による不

許可の要件には該当しないものと認められます。ご審議をお願いいたします。 

それでは現地調査班からの報告をお願いします。 

１６番委員です。まず、８５番でございますけれども、秋鹿町の典型的な漁村集落

で、高低差のある地形となっており、申請地は小道をたどった集落の中腹地点にあり

ます。そこを今回は、資材置き場ということで所有権移転の申請が出ております。申

請地は、半分ほど野菜が植わっており、もう半分は笹が自生しておりました。今回、

譲受人が自宅リフォームの為資材置き場として当該地を利用するということですが、

許可相当ではないかと確認しております。次に８６番の鹿島町講武の案件でございま

すが、ここは、周囲に山や農地があります。そのため、申請地を修理車両置き場にし

た時に油種等が流れでないように、許可する際に排水について留意するようにという

ことを譲受人に指導しておくということで、許可相当ではないかと確認しております。

８７番の２筆ですが、先ほど事務局からの説明がありましたとおりですが、農地に復

元するということがルールになっておりまして、今日明日のところで復元されるとい
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うことでございますので、これにつきましても許可相当ではないかと判断しておりま

す。 

８８番ですが、周囲は既に宅地化されており、周辺への営農の支障はないものと思わ

れます。これにつきましても許可相当ではないかと３班５人で確認いたしました。 

ありがとうございました。これより審議に入ります。ただいまの事務局の説明と現

地調査班の報告につきまして、ご意見・ご質問はありませんか。 

 ６番委員です。８７番の案件ですが、現況写真では盛土なのか畑の泥なのかがわか

らず、これで復帰した形なのか写真では確認しづらいです。写真を撮られた方、状況

をお聞かせください。 

今日の午前１１時頃、現地確認をいたしました。まだ作業は完全には終わっていな

いのですが、状況から判断しますに、おそらく砕石を撤去した後に固まっていた土を

起こして一部に表土を入れたものかと思われます。この写真だけ見ますと、石のよう

なものがごろごろしているように見えるかもしれませんが、これは圧力がかかって固

まった土でして、靴で踏んでみたところ簡単に崩れました。また、午後も作業をする

ということでしたので、今頃表面をならす作業をしているのではないかと思われます。 

なお、４番委員にもお昼ごろ現地を確認していいただいたので、一言補足をいただ

けると大変助かります。よろしくお願いいたします。 

４番委員です。１２時半過ぎに現地を確認しました。６番委員がおっしゃるように、

現地は、元々の土の上に盛り土をしたような形です。現時点では固く叩いたところを

起こしてありますのでガタガタした状況です。今後は、ここをならしていかれると思

うのですが、現地を確認していかないといけないと考えております。今後も都合をつ

けて出かけてみたいと思います。また、事務局にも連絡したいと思います。 

６番委員よろしいですか。 

はい。 

ほかにございませんか 

（なしの声） 

ないようでございますので、採決いたします。本案件について、全てが、島根県農

業会議からの意見聴取が不要であります。議第１１３号について、原案のとおり許可

することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

ご異議なしということですので、議第１１３号については、原案のとおり許可する

ことに決します。 

次に、議第１１４号「非農地確認について」を上程します。事務局の説明をお願い

します。 

（議案朗読） 

議題１１４号非農地確認についてご説明いたします。議案と「非農地確認について」

の説明資料を併せご覧ください。今月上程いたします非農地証明願は２件２筆です。 

それでは、番号１７番の案件についてご説明いたします。土地の所在は、大井町の

市街化調整区域、農用地区域外の畑１筆で、申請人はご覧のとおりです。土地の状況

についてご説明します。申請地は県道２６０号線から大井灘７号線を南西に約１００

メートル進んだ地点の北西側に位置しており平成元年ごろから耕作放棄されており、

現在は雑木等が繁茂し農地としての再生は困難な状況です。現地確認委員は、野津富

夫農地利用最適化推進委員です。 
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次に、番号１８番の案件についてご説明いたします。土地の所在は、島根町野波の

都市計画区域外、農用地区域外の畑２筆で、申請人はご覧のとおりです。土地の状況

についてご説明いたします。申請地は県道３７号線から野波中央線を南東に約１８０

メートル進み、そこから、見徳寺方向に進む道を約１８０メートル進んだ地点の西側

約１００メートルの地点に位置しており、昭和５０年ごろから耕作放棄されており、

現在は雑木、竹等が繁茂し農地としての再生は困難な状況です。現地確認委委員は、

川本忠夫農地利用最適化推進委員です。 

以上、ご報告しましたとおり、いずれの案件も当該の土地を農地に復元するための

物理的な条件整備が困難なケースであり、農地法第２条第１項に規定する「耕作の目

的に供される土地」ではないと考えます。説明は以上です。 

それでは、現地確認を行った事務局職員からの報告をお願いします。 

現地確認した際の現地の状況です。番号１７番の案件ですが、１月７日に申請者の

代理人の立ち合いの下、野津富夫農地利用最適化推進委員と事務局で現地確認を行い

ました。現地は、３０年前ごろからすでに耕作に不便なため耕作放棄され、現在は、

雑木等が繁茂し、周囲の山林と一体化しており今後耕地としての再生は困難な状況で

す。 

番号１８番の案件ですが、１月１７日に申請者の立ち合いの元、川本忠夫農地利用

最適化推進委員と事務局で現地確認を行いました現地は、４４年前ごろからすでに労

力不足等により耕作放棄されており、現在は雑木、竹等が繁茂し、周囲の山林と一体

化しており今後耕地としての再生は困難な状況です。説明は以上です。 

ありがとうございました。それでは審議に入ります。ただいまの事務局からの説明と

現地確認報告につきまして、ご意見・ご質問はありませんか。 

（なしの声） 

ほかにございませんか。 

（なしの声） 

ないようでございますので、採決します。議第１１４号は原案のとおり確認するこ

とにご異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

ご異議なしということですので、議第１１４号は原案のとおり確認することに決し

ます。 

次に、議第１１５号「松江市農用地利用集積計画の決定について」を上程致します。

なお、本案件のうち、整理番号、利１０３番については、先ほど審議いただいていま

すので、その１件を除いて、事務局から、説明をお願いします。それでは、事務局の

説明をお願いします。 

（議案朗読） 

それでは議１１５号「松江市農用地利用集積計画の決定について」のご説明をいた

します。始めに農用地利用集積計画の相対契約についてご説明いたします。まず利１

から利３は大野地区の更新案件です。利４から利１３は秋鹿地区の更新案件です。利

１４から利１７は古江地区の更新案件です。利１８から利２０は生馬地区の更新案件

です。利２１は法吉地区の更新案件です。利２２から利２４は朝酌地区の案件で、こ

のうち利２２と利２３が新規の案件です。利２５は持田地区の更新案件です。利２６

から利３２は朝酌地区の更新案件です。利３３は持田地区の更新案件です。利３４か

ら利５８は本庄地区の案件で、このうち利４５、利４８から利５８までが新規の案件
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です。利５９は竹矢地区の更新案件です。利６０から利６５は大庭地区の案件で、こ

のうち利６４が新規の案件です。利６６から利７４は忌部地区の案件で、このうち利

６８の一部が新規の案件です。利７５から利１０２は鹿島地区の案件で、このうち利

９４が新規の案件です。利１０４から利１１６は東出雲地区の案件で、このうち利１

０４、利１０９、利１１１が新規の案件です。利１１７から利１４４は八雲地区の更

新案件です。利１４５と利１４６は玉湯地区の更新案件です。利１４７から利１６３

は宍道地区の案件で、このうち利１５０、利１５１、利１６１が新規の案件です。 

 以上、今回の利用権設定における相対契約の地目別面積は、田３９１，２７４㎡、

畑１０，９３９㎡、合計面積４０２，２１３㎡となります。 

続きまして、利用集積計画の転貸契約についてご説明します。始めに転１は秋鹿地

区の更新案件で、ＪＡの転貸です。転２から転１３は古江地区、ＪＡ転貸の案件で、

このうち転２から転５が新規の案件です。転１４から転３０は古江地区、機構転貸の

案件で、このうち転１４から転１８、転２０から転２５、転２７、転２９が新規の案

件です。転３１から転４０は生馬地区、機構転貸の案件で、このうち転３１、転３６

と転３７、転３９と転４０が新規の案件です。転４１は川津地区、ＪＡ転貸の新規案

件です。転４２から転５１は朝酌地区、機構転貸の案件で、このうち転４７と転４９

が新規の案件です。転５２は竹矢地区、機構転貸の新規案件です。転５３は乃木地区、

ＪＡ転貸の新規案件です。転５４は鹿島地区、機構転貸の新規案件です。転５５は東

出雲地区、機構転貸の新規案件です。以上、今回の利用権設定における転貸契約の地

目別面積は、田２０１，２８２㎡、畑５，９２６㎡、合計面積２０７，２０８㎡とな

ります。以上で説明を終わります。 

説明が終わりましたので審議に入ります。ただいまの事務局の説明につきまして、

ご意見・ご質問はありませんか。 

（なしの声） 

ほかにございませんか。 

（なしの声） 

ないようでございますので、採決いたします。議第１１５号のうち、利１０３番を

除いた案件について、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

ご異議なしということですので、議第１１５号のうち、利１０３番を除いた案件は、

原案のとおり決定することに決します。 

次に、報告に入ります。報告第３７号「会長専決処分の報告」、報告第３８号「事務

局長専決処分の報告」を一括でお願いします。 

（報 告） 

報告が終わりましたが、これは報告ですのでこれまでとします。以上で議事を終了

しましたので、第１９回松江市農業委員会総会を閉会いたします。 
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以上のとおり会議の顛末を記載して議事録を作成し、ここに署名する。 

 

平成  年  月  日 

 

会  長 

 

委  員 

 

委  員 


